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令和元年 204９月定例会

台風関連一般会計補正予算　　　 4 千万円を可決
　９月定例会は台風第１５号の影響により、会期を９日間延長し９月１０日から１０月１７日まで３８日間の

会期で開かれました。市長から提出された、議案１８件、諮問１件、認定６件について、それぞれ原案どお

り可決、答申、認定しました。

　また、委員会提出議案が２件、議員提出議案が１件提出され、それぞれ原案どおり可決しました。

　一般質問は、会派代表質問が３会派、個人質問は８人の議員が行い、市の諸問題について見解を求めました。

（第６号）

付
託
委
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会

結
　
果

市民クラブ とみさと至誠会 公明党 無会派
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番　号 件　　名　（件名は一部省略しています）

市長提出議案

議案第 1 号 契約の締結について ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

１７ ０

市長提出議案

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦（内
う ち だ

田　和
か ず こ

子 氏） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 1 号 富里市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 2 号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定

総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 3 号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定

総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 4 号 富里市長及び副市長並びに教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 5 号 富里市立幼稚園保育料等徴収条例の一部改正 ― 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 6 号
富里市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正

― 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 7 号 富里市こども館の設置及び管理に関する条例の一部改正 ― 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 8 号 富里市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 文教 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 9 号 富里市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 文教 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 10 号 富里市印鑑条例の一部改正 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 11 号 富里市水道事業給水条例の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 12 号 富里市下水道条例の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 13 号 令和元年度富里市一般会計補正予算（第５号） ― 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 14 号 令和元年度富里市一般会計補正予算（第７号）
総務
文教

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 15 号 令和元年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 16 号 令和元年度富里市介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 17 号 令和元年度富里市水道事業会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 18 号 令和元年度富里市一般会計補正予算（第６号） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

認定第 1 号 平成３０年度富里市一般会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 2 号 平成３０年度富里市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 3 号 平成３０年度富里市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 4 号 平成３０年度富里市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 5 号 平成３０年度富里市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 6 号 平成３０年度富里市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

委員会提出議案

委員会提出 
議案第 1 号

国における２０２０年度教育予算拡充に関する意見書 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出 
議案第 2 号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

請願

請願第 3 号 「国における２０２０年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

請願第 4 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議員提出議案

発議案第 1 号 令和元年９月台風第１５号による被害に関する緊急要望書 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

７月臨時会の議案と議決結果
総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会　決算＝決算審査特別委員会

全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数　継＝閉会中の継続審査

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席

【継】＝前定例会以前からの継続案件

９月定例会の議案と議決結果

◆国における２０２０年度教育予算拡充に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

◆義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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こんにちはとみさと議会です　２０４号

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
９

議
案
に
つ
い
て
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と

市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
富
里
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設
に
伴
う
、

人
件
費
等
の
影
響
額
は
。

答
令
和
元
年
度
と
比
較
し
た
令
和
２
年
度
の
試

算
に
つ
い
て
は
、
期
末
手
当
の
支
給
と
今
後
予

定
し
て
い
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
を
合
わ
せ
、
約

１
千
２
５
０
万
円
程
の
増
額
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

議
案
第
３
号
　
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制

限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

問
こ
の
条
例
に
よ
り
、
成
年
被
後
見
人
等
の
方

が
消
防
団
員
に
な
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、

過
去
に
要
望
が
あ
っ
て
も
な
れ
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
は
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
今
後
要
望
が
あ
っ

た
場
合
の
取
り
組
み
姿
勢
は
。

答
過
去
に
消
防
団
員
に
な
る
こ
と
へ
の
要
望
等

の
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
後
の
取
り

組
み
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
災

害
現
場
の
最
前
線
に
行
く
こ
と
は
、
当
該
本
人

や
災
害
先
の
皆
さ
ん
の
安
全
に
最
も
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
十
分
な
説
明
と
話
し

合
い
に
よ
り
判
断
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
消
防

団
に
対
し
て
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
４
号
　
富
里
市
長
及
び
副
市
長
並
び
に

教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
常
任
委
員
会
の
活
動
か
ら

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
５

議
案
に
つ
い
て
審
査
、
請
願
２
件
の
審
査
、
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る

委
員
か
ら
の
質
疑
と
市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の

答
弁
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
８
号
　
富
里
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
連
携
施
設
の
確
保
を
不
要
と
改
正
さ
れ
た
背

景
は
。

答
連
携
施
設
の
要
件
全
て
を
満
た
し
た
事
業
者

が
全
国
で
約
46
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
状
況
か

ら
改
正
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

問
今
後
の
整
備
方
針
は
。

答
本
市
に
お
い
て
は
、
待
機
児
童
が
多
い
こ
と

か
ら
も
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
事
業
者

が
出
て
き
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
御

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
９
号
　
富
里
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

問
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
取
得
状
況
や
、

各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
配
置
状
況
は
。

答
今
年
度
の
研
修
終
了
後
に
は
各
学
童
ク
ラ
ブ

に
複
数
人
の
資
格
取
得
者
が
配
置
さ
れ
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

問
災
害
時
の
各
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
体
制
は
。

答
学
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を
密
に
し
、
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

議
案
第
14
号
　
令
和
元
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

問
老
人
福
祉
総
務
事
業
10
万
５
千
円
の
増
額
に

つ
い
て
は
。

答
停
電
時
に
、
扇
風
機
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
等

を
動
作
さ
せ
る
た
め
の
補
助
的
な
も
の
を
購
入

し
ま
す
。

問
市
内
介
護
福
祉
施
設
の
発
電
機
の
保
有
状
況

は
。

答
約
半
数
は
発
電
機
を
保
有
し
て
い
な
い
状
況

　
11
人
の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
項
目
の
う
ち
、
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議

会
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）

※
平
成
30
年
12
月
定
例
か
ら
、
本
会
議
の
録

画
映
像
を
即
日
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
各
議
員
の
写
真
は
当
日
の
録
画
映

像
を
使
用
し
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

一

般

質

問

⑴
行
政
力
の
強
化
に
つ
い
て

⑵
都
市
計
画
に
つ
い
て

⑶
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
①
主
要
地
方
道
成
田
小
見
川
鹿
島

　
　
港
線
の
道
路
延
伸
に
つ
い
て

⑷
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
①
北
総
中
央
用
水
と
県
営
畑
地
帯

　
　
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

田　口　勝　一
（会派代表質問）

問
特
別
職
の
給
与
等
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、

毎
回
、
延
長
と
す
る
方
法
に
対
し
て
根
本
的
に

報
酬
そ
の
も
の
を
見
直
す
な
ど
を
検
討
す
る
機

会
で
は
な
い
か
。

答
担
当
課
と
し
て
、
今
後
検
討
す
る
上
で
重
要

な
意
見
と
し
た
い
。

議
案
第
11
号
　
富
里
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
登
録
数
と
、

更
新
に
係
る
手
数
料
の
根
拠
は
。

答
今
年
の
８
月
末
現
在
で
指
定
工
事
店
の
数
は

１
８
１
社
で
、
そ
の
う
ち
市
内
業
者
は
17
社
、

県
外
業
者
は
11
社
の
指
定
登
録
が
あ
り
、
更
新

手
数
料
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
日
本
水
道
協
会

か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
経
費
分
や

近
隣
市
町
等
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
、

試
算
し
た
結
果
で
す
。

議
案
第
14
号
　
令
和
元
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

問
今
期
も
５
千
万
円
の
減
債
を
示
し
て
い
た
だ

い
た
、
減
債
基
金
へ
の
取
り
組
み
内
容
は
。

答
入
札
等
に
よ
る
差
金
の
早
期
返
還
な
ど
、
担

当
課
の
各
種
工
夫
な
ど
に
よ
り
、
計
画
的
な
予

算
執
行
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
同
様
に
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

問
農
業
生
産
振
興
事
業
の
増
額
内
容
は
。

答
近
年
の
台
風
や
大
雪
被
害
等
を
踏
ま
え
、
老

朽
化
等
に
よ
り
対
策
が
必
要
な
農
業
用
ハ
ウ
ス

に
つ
い
て
、
被
害
防
止
技
術
講
習
会
を
農
業
関

係
団
体
を
集
め
た
会
議
等
で
年
度
内
に
２
回
開

催
す
る
予
定
で
す
。

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
、
購
入
補
助

に
対
す
る
要
望
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

問
給
食
事
業
93
万
２
千
円
の
減
額
に
つ
い
て
、

今
回
の
契
約
に
あ
た
り
、
見
直
し
た
契
約
事
項

は
。

答
契
約
期
間
を
５
年
間
か
ら
３
年
間
へ
の
見
直

し
を
は
か
り
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
15
号
　
令
和
元
年
度
富
里
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問
基
金
積
立
事
業
８
４
０
０
万
８
千
円
の
増
額

に
つ
い
て
、
補
正
後
の
基
金
残
高
約
５
億
６
６

４
３
万
円
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
現
状
で
は
積
立
金
を
こ
の
ま
ま
と
し
ま
す
。

議
案
第
16
号
　
令
和
元
年
度
富
里
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問
歳
入
、
繰
越
金
が
発
生
し
た
主
な
要
因
は
。

答
本
市
の
特
徴
と
し
て
、
認
定
率
が
割
と
低
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
介
護
給
付
費
が
予
想
を
下
回

り
ま
し
た
。

請
願
第
３
号
　「
国
に
お
け
る
２
０
２
０
年
度

教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関

す
る
請
願
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
、
本
市
に
と
っ
て
も
必
要
と
す

る
よ
う
な
項
目
で
あ
り
、
示
さ
れ
た
内
容
は
非

常
に
助
か
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
る
と
い
う

見
解
が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
請
願
第

３
号
は
、
賛
成
全
員
に
て
採
択
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
４
号
　「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請

願
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
、
非
常
に
重
要
な
制
度
と
認
識

し
て
い
る
と
の
見
解
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
市
内
の
少
人
数
学
級
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
富
里
市
の
現
状
と
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
35
人
学
級
、
38
人
学
級
を
10
の

学
年
で
適
用
し
て
い
る
、
と
の
説
明
で
し
た
。

採
決
の
結
果
、
請
願
第
４
号
は
、
賛
成
全
員
に

て
採
択
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

台風 15号に伴う被害箇所の現地調査

（十倉地先）

↑議会中継は
　こちらから

会派代表質問
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⑴
市
長
の
公
約
と
所
信
表
明
に
つ
い

　
て

　
①
無
投
票
当
選
に
つ
い
て

　
②
福
祉
が
暮
ら
し
を
守
る
に
つ
い

　
　
て

⑵
予
算
に
つ
い
て

⑶
防
災
備
蓄
品
に
つ
い
て

　
①
乳
幼
児
、
女
性
、
高
齢
者
用
備

　
　
蓄
品
に
つ
い
て

⑷
富
里
市
こ
ど
も
館
に
つ
い
て

⑴
市
長
公
約
に
つ
い
て

　
①
行
政
力
に
つ
い
て

　
②
財
政
に
つ
い
て

　
③
成
田
空
港
（
成
田
国
際
空
港
）

　
　
に
つ
い
て

　
④
地
場
産
業
に
つ
い
て

　
⑤
福
祉
に
つ
い
て

　
⑥
次
世
代
に
つ
い
て

　
⑦
岩
崎
別
邸
（
旧
岩
崎
家
末
廣
別

　
　
邸
）
に
つ
い
て

布　川　好　夫
（会派代表質問）

櫻　井　優　好
（会派代表質問）

⑴
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の

　
対
応
に
つ
い
て

　
①
無
償
化
開
始
後
の
市
の
見
通
し

　
　
に
つ
い
て

　
②
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

　
③
職
員
の
確
保
、
保
育
の
質
の
担

　
　
保
に
つ
い
て

藤　田　　　幹

⑴
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

　
①
さ
と
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
交
通
の

　
　
運
行
見
直
し
に
つ
い
て

⑵
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

⑶
消
防
に
つ
い
て

　
①
広
域
化
の
状
況
に
つ
い
て

　
②
成
田
市
と
の
応
援
協
定
は
。

⑷
遠
距
離
通
学
に
つ
い
て

　
①
補
助
対
象
に
つ
い
て

　
②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

江　原　利　勝

⑴
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
①
今
年
度
の
作
業
日
程
・
経
過
に

　
　
つ
い
て

　
②
市
道
４

－

０
０
７
５
号
線
の
排

　
　
水
改
善
に
つ
い
て

⑵
交
差
点
の
信
号
機
に
つ
い
て

　
①
末
広
南
交
差
点
の
信
号
機
に
つ

　
　
い
て

　
②
図
書
館
前
の
交
差
点
の
信
号
機

　
　
に
つ
い
て

荒　野　峰　之

⑴
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
①
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
②
外
部
資
金
調
達
の
可
能
性
に
つ

　
　
い
て

⑵
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

⑶
電
子
行
政
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取

　
り
組
み
に
つ
い
て

⑷
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い

　
て

野　並　慶　光

⑴
富
里
第
二
工
業
団
地
環
境
美
化
に

　
つ
い
て

　
①
市
が
管
理
す
る
範
囲
に
つ
い
て

　
②
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て

　
③
「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」
の
対
応
策

　
　
に
つ
い
て

　
④
富
里
第
二
工
業
団
地
環
境
保
全

　
　
協
議
会
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い

　
　
て

⑵
第
三
工
業
団
地
に
つ
い
て

國　本　正　美

⑴
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
①
市
職
員
の
勤
務
労
働
条
件
並
び

　
　
に
働
き
方
改
善
に
つ
い
て

⑵
保
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
①
待
機
児
童
解
消
対
策
に
つ
い
て

⑶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
健
康
保
険
証

　
　
使
用
の
危
険
性
に
つ
い
て

⑷
農
業
支
援
拡
充
に
つ
い
て

柏　崎　のり子

⑴
自
然
災
害
に
備
え
る
防
災
対
策
に

　
つ
い
て

⑵
災
害
時
の
警
戒
レ
ベ
ル
へ
の
防
災

　
対
策
に
つ
い
て

⑶
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
に
つ
い
て

⑷
特
設
公
衆
電
話
の
事
前
設
置
に
つ

　
い
て

沖　田　健　二

⑴
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

　
つ
い
て

　
①
施
設
が
で
き
て
市
民
活
動
が
ど

　
　
う
活
性
化
さ
れ
た
か
。

　
②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

　
③
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

⑵
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て

　
①
民
間
委
託
を
導
入
し
た
経
緯
と

　
　
現
在
の
状
況

　
②
室
内
プ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て

河　田　厚　子

個人質問
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再生紙を使用しています

委員長／高橋益枝　　副委員長／荒野峰之　　委員／河田厚子、國本正美、沖田健二、布川好夫

議会を傍聴しませんか

１２月定例会は１１月２９日（金）から開会予定です。

※議場は市役所本庁舎３階です。
※本会議の模様は市民課ロビー ( 市役所本庁舎１階 ) のテレビや日吉台出張

所のモニター、インターネット（ライブ・録画）でもごらんいただくこと
ができます。

議会報を読んで感じたことなど皆様
の御意見をお待ちしております。
また、議会報は市議会ホームページ
でもごらんいただくことができます。

　市議会では、より気楽に多くの皆さんが閲
覧できるよう、スマートフォン用無料アプリ

「マチイロ」で「とみさと議会報」を配信し
ます。
　この無料アプリをダウンロードしていただ
き、「お住いの地域」に富里市を
登録すると、発行日にお知らせ
が届き、いつでもどこでもスマー
トフォンで議会報を読むことが
できます。
　ぜひご利用ください。

平成30年度富里市各会計歳入歳出決算審査報告（抜粋）� 委員長　鈴木　英吉

令和元年度市町村議会広報研修会
期日：令和元年７月５日
場所：千葉県自治会館
講師：芳野政明氏
内容：①「議会報が読まれ、役立つ
　　　　　－住民参加を即し、信頼確保
　　　　　　　　関心高める情報発信－」
　　　②「議会広報クリニック」

議会ＩＣＴ化検討特別委員会研修会
期日：令和元年８月５日

場所：市役所会議室

内容：「タブレット端末の操作習得と習熟の向上」

〒286-0292
富里市七栄 652-1 富里市議会事務局
TEL:0476-93-6492  FAX:0476-91-3595

富里市議会ホームページ

http://www.city.tomisato.lg.jp/category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは
左の２次元コー
ドからアクセス
できます

ご意見・ご感想を
お寄せください！

次回定例会の予定
11/29

12/4

12/5

12/6

12/9

本会議（議案上程）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問・議案質疑・

委員会付託）

本会議予備日

12/11

12/12 

12/19 

文教厚生常任委員会

総務建設常任委員会

本会議（委員長報告・質疑・

討論・採決）

　日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。

　詳細な日程は開会１週間前に決定しますので、市ホームページでご確認いただく

か、議会事務局に問い合わせください。

お
知
ら
せ
　
声
の
議
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
と
み

さ
と
議
会
報
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
「
声
の
議
会
報
」
と
し
て
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
９
３
‐
４
１
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
９
３
‐
２
２
１
５

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
　
　
　
　
　

　
委
員
長
　
鈴
木
英
吉
　
　
　
副
委
員
長
　
野
並
慶
光

　
委
　
員
　
荒
野
峰
之
、
河
田
厚
子
、
國
本
正
美
、
藤
田
　
幹
、
沖
田
健
二
、
布
川
好
夫
、
江
原
利
勝

議 員 研 修

令和元年度市町村議会広報研修会

↑アプリは
　こちらから

とみさと議会報を
配信アプリ「マチイロ」で配信！

　本決算審査特別委員会は、１０月９日及び
１０日の２日間の日程で、３階第３会議室にお
いて、市長、副市長及び関係部課長等の出席
を求め、慎重に審査いたしました。
　審査の過程においては、市当局より提出され
た資料について、各委員が内容を確認・精査し、
活発な議論を経て適正で効率的な予算の執行
について、市当局の見解をただしました。
　審査の結果、監査委員の意見書のとおり、
各会計とも計数については誤りのないものと
認められました。
　今後の予算の執行に際しては、厳しい財政
状況のもと、「最少の経費で最大の効果を上げ
るよう」執行見込額の的確な把握に努めると
ともにより一層の検討を加え、これまで以上
に効果的・効率的な市政運営により、市民の
期待にこたえるための予算執行となるよう、
特に次の指摘・要望事項について適切な措置
を期待し、報告といたします。

一　市税等自主財源の適正な収入確保対策を
講じるとともに、引き続き丁寧できめ細かい
聞き取りによる適正な滞納整理を進め、更
なる市税等の収納率の向上に努めること。

一　業務が複雑・多様化する中、市民サービ
スが停滞することのないよう適正な人員配
置や職員研修の充実・強化に努めること。

一　図書館資料整備事業について、限られた
予算の中であるが、創意工夫により図書館
の充実を図ること。

一　旧学校施設や旧教職員住宅などの市有財
産について、でき得る事業の選択を行い、
有効な活用に取り組むこと。

一　小・中学校施設について、児童・生徒が
さらに安全で安心に過ごすことができるよ
う維持管理に努めること。

一　自立生活支援事業について、自立相談支
援、就労準備支援等、各関係機関との連携
を図り、引き続き就労につながる支援の充
実に努めること。

一　温室効果ガスの排出抑制を推進するた
め、引き続き住宅用省エネルギー設備設置
費補助金事業の促進に取り組むこと。

一　市の特産品である「すいか」の栽培の促
進等を図るため、すいかの里生産支援事業の
制度の充実を図り、事業促進に努めること。

一　安心して通行できる道路環境確保のため
の交通安全整備事業について、施設の仕様
も含め適切な設置に努めること。

一　水道事業について、漏水調査の実施等
により漏水箇所の早期発見、早期解決を図
り、有収率の向上に努めること。また、水
道給水事業区域の推進を図ること。

　以上のとおり要望を付し、採決の結果、認
定第１号から認定第５号までについては、賛
成全員にて、いずれも原案のとおり認定すべ
きものと決定しました。また、認定第６号に
ついては、賛成全員にて、原案のとおり可決
及び認定すべきものと決定しました。


